
（活動報告書）担当３班 

【実 施 日】 ２０２５年３月７日 

【天  候】 曇り後晴れ 

【参加者数】 ６９名 

【行  程】 JR 高槻駅付近 8:40⇒草津 PA（トイレ）⇒関ケ原 IC⇒いなべ市梅林公園（散策、昼食、班長会

議）⇒関ケ原古戦場記念館⇒関ケ原 IC⇒草津 PA（トイレ）⇒JR 高槻駅付近 17:２0 頃 解散 

早春の頃 爽やかな朝よりバスに乗り込み、先ずは いなべ梅林へと向かいました。 

いなべ梅林は、三重県の「いなべ市農業公園」と称し、東海地方最大級の規模を誇る公園です。梅は約 100 種類、

4500 本もの梅の花が咲き誇ります。今回は、満開に約半月位早く展望台よりの眺め

でもまばら咲きでしたが、満開を想像すると素晴らしい風景かと思いました。 

次に、いざ！決戦の地 関ケ原古戦場記念館へ、 

関ケ原は昔、中山道、北国街道、伊勢街道が交差する交通の要衝として賑わい、 

東西の結節点であったこの地は、古くは、日本武尊のゆかりの地や壬申の乱の戦場となるほど、日本史の重要な

舞台でした。そこで、当 古戦場記念館の大型シアターで、東西に分かれた大軍団の激突が展開される大迫力映

像。あたかも合戦当日に紛れ込んだ様でした。 

展望台では、古戦場全体の地を見渡し 映像の臨場感と重ね合せ、感慨深い物を感じたかと思います。 

展示室では、戦国時代の武具や、屏風、書状などの展示品を鑑賞出来ました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 展示品の甲冑・甲の一部 

 

【所 感】 

◆・梅花は少し残念でしたが、遠くには鈴鹿山脈の雪景色も見え最高のロケーションでした。 

◆・今日は梅見にでも少し寒く、木に依っては６分咲きの木も有り良い香りを頂きました。 

◆・しだれ梅の満開の時期に、又、別途時間を取って是非来たいと思います。 

◆・古戦場で「天下分け目の関ケ原」の戦いを、垣間見えた様に思えました。 

◆・古戦場記念館内 展示室では、戦国時代の武具に触れ、近くで見る事も出来素晴らしかったです。 

いなべ梅林 

関ケ原古戦場記念館を訪ねる 
べ梅林 


